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日立グループのITプラットフォーム事業ビジョン1

近年，経済のグローバル化が進展し，ビジネス環境が目
まぐるしく変化する中，IT（Information Technology）に
関するニーズは多様化している。それに伴い，環境の変化
に迅速・柔軟に対応するクラウドコンピューティングや，
企業や社会にあふれる多様・大量なデータから新たなビジ
ネス価値を創出するビッグデータ利活用の重要性が高まっ
ている。
日立グループは，IT社会を支える基幹システムの提供

だけでなく，高信頼クラウドやセキュリティ，ビッグデー
タ利活用を通じて社会イノベーションの実現を支えるプ
ラットフォームやサービスを提供する。
日立のサーバ，ストレージ，ミドルウェアを基盤とした

統合プラットフォームソリューションやアプリケーション
連携ソリューション，データの集積や検索・分析から付加
価値を見いだすデ―タ活用ソリューションを提案し，先端
技術や仮想化をはじめとする先進機能の活用やユーザー視
点での使いやすさを実現することで，顧客ビジネスの成長
に貢献していく。

統合プラットフォーム
Hitachi Unified Compute Platform

2

近年，顧客の事業拡大や新事業の早期立ち上げ，あるい
は IT投資の効率化を目的とした，各種クラウドコンピュー

ティングの利用が加速している。その際に最も重視される
のは，ITシステム導入の迅速性と容易さである。

Hitachi Unifi ed Compute Platformは，必要なハードウェ
アや仮想化技術，ソフトウェアをオールインワンで提供す
る統合型製品である。システム構成の事前検証が済んでい
るため導入が容易であり，顧客の迅速な ITシステム導入
に貢献する。
クラウドサービス事業者向けのHitachi Unifi ed Compute 

Platform Pro for VMware vSphere＊と，中規模以上のプラ
イ ベ ー ト ク ラ ウ ド 向 け のHitachi Unifi ed Compute 

Platform with OpenMiddlewareの2つのエンタープライズ
基盤に加え，今回，中小規模のプライベートクラウドやサー

ITプラットフォーム

2  Hitachi Unified Compute Platform

高信頼クラウド

クラウドプラットフォーム
サービス

ビッグデータ
（アナリティクス）

データ活用ソリューション

アプリケーション連携
ソリューション

統合プラットフォーム
ソリューション

セキュリティ

社会イノベーションの実現

垂直統合
プラットフォーム

コンテンツ
統合管理

世界共通のインフラサービスとして，
社会イノベーションの実現を支援

ハードウェア・ソフトウェアを統合した高付
加価値ソリューションをグローバルに提供

単品として優れた製品を開発し，
各分野でソリューションを提供

ストレージ

サーバ

ミドルソフトウェア

1  日立グループのITプラットフォーム事業ビジョン
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バ統合に向けたシステム基盤に最適化した「Hitachi 

Unifi ed Compute Platformかんたん仮想化モデル」をライ
ンアップした。このモデルは，最短で10営業日という短
期間で顧客に提供でき，迅速かつ容易な構築を実現する。
さらに，仮想サーバの運用を容易にする専用の管理ソフト
ウェアや運用支援マニュアル，操作トレーニングを標準で
提供しているため，仮想サーバの運用経験がないユーザー
でも安心して導入できる。
デスクトップ仮想化基盤として，規模や導入ステータス

［POC（Proof of Concept）レベル～本格導入など］に応じ，
適切な VDI（Virtual Desktop Infrastructure）環境を容易
かつ迅速に構築できる「Hitachi Unifi ed Compute Platform

かんたんVDIモデル」も提供している。
＊は「他社登録商標など」（146ページ）を参照

フラッシュモジュール
Hitachi Accelerated Flash

3

企業などが新たな事業分野にチャレンジしてグローバル
に成長していく中で，ITシステムには，さまざまな拠点
や製品から発生するデータを迅速に活用し，新たな価値創
出につなげる役割が期待されている。そのような中，スト
レージシステムはデータの迅速な活用において重要な役割
を担っており，近年ではHDD（Hard Disk Drive）に比べ
てデータアクセスが高速なフラッシュ媒体への関心が高
まっている。しかし，一般的なフラッシュ媒体であるSSD

（Solid State Drive）は，導入にかかるコストが高いことか
ら，ストレージの主要な記憶媒体としての利用には制限が
あった。

Hitachi Accelerated Flash（以 下，HAFと 記 す。）は，
日立が独自開発したフラッシュメモリコントローラなどに
より，従来のSSDに比べて低コストで日立ストレージに
導入できる大容量・高性能なフラッシュモジュールである。

データ書き込み処理を効率化する技術により，長期間にわ
たる利用でも安定して高い処理性能を提供できる。また，
HAFとストレージコントローラが連携して故障を未然に
検知する機能により，高い信頼性も実現している。
現在，日立のストレージは，ハイエンドのHitachi Virtual 

Storage PlatformからミッドレンジのHitachi Unifi ed Storage 

VM，Hitachi Unifi ed Storage 150まで，幅広くHAFをサ
ポートしている。これにより，性能，容量コスト，スペー
ス効率性といったユーザーのニーズに応じたストレージソ
リューションの提供が可能である。例えば，データ入出力
の処理性能を表す標準的なベンチマークのSPC 

Benchmark-1＊において，HAFを搭載したHitachi Virtual 

Storage Platformが世界最高性能を達成している（2013年
7月11日時点）。また，中小規模環境や特定用途のアプリ
ケーションの性能を低コストで容易に向上させるために，
Hitachi Unifi ed Storage VMやHitachi Unifi ed Storage 150

ではオールフラッシュモデルを提供している。
今後も，フラッシュ媒体を活用したストレージソリュー
ションを強化することで，企業などにおける迅速なデータ
活用を支援し，新たな価値創出に貢献する。
＊は「他社登録商標など」（146ページ）を参照

高速データアクセス基盤
Hitachi Advanced Data Binder プラットフォーム4

クラウドの拡大や多機能モバイル端末の急速な普及など
を背景として，企業や社会におけるビッグデータ利活用へ
のニーズが高まっている。ビッグデータを高速に検索して
分析するためには，年々著しく向上するハードウェアの性
能を最大限に引き出して処理性能を大幅に向上することが
求められる。日立は，従来は困難であったビッグデータに
対する高速検索処理の実現をめざし，東京大学と共同で超
高速データベースエンジンの共同研究開発を実施している※）。
今回，この共同研究開発の成果を利用した超高速データ

高速データアクセス基盤
Hitachi Advanced Data Binder

プラットフォーム

超高速データベースエンジン
Hitachi Advanced Data Binder

日立アドバンストサーバ

日立ユニファイドストレージ

4  Hitachi Advanced Data Binder プラットフォーム

FMD

Hitachi Virtual Storage 
Platform向けFMDシャーシ

Hitachi Unified Storage
VM/150向け FMDドライブボックス

Hitachi Unified Storage
VM/150

Hitachi Virtual Storage
Platform

3  Hitachi Accelerated Flash

注：略語説明ほか　 FMD（Flash Module Drive）
Hitachi Accelerated Flashは，FMDとその専用筐（きょう）体の総称である。
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ベースエンジンHitachi Advanced Data Binderが，意思決
定支援システムの業界標準ベンチマークであるTPC-H＊

における最大のデータベース規模である100 Tバイトクラ
スに世界で初めて登録した。TPC-Hベンチマークの最大
規模のクラスで世界最高性能を達成したことで，この製品
がビッグデータ利活用に大きく貢献することを実証した。
自社製のハードウェアおよびストレージを組み合わせた

高速データアクセス基盤Hitachi Advanced Data Binder プ
ラットフォームとして，顧客のニーズに応えていくため，
今後も技術開発を推進する。

※） 内閣府の最先端研究開発支援プログラム「超巨大データベース時代に向け
た最高速データベースエンジンの開発と当該エンジンを核とする戦略的社会
サービスの実証・評価」（中心研究者：喜連川 東大教授／国立情報学研究
所所長）の成果を利用。

＊は「他社登録商標など」（146ページ）を参照

かんたんHadoopソリューション5

かんたんHadoopソリューションは，ビッグデータの並
列分散処理技術であるHadoop＊システムの早期立ち上げ
を目的とし，高集積サーバであるHA8000-bdに，Hadoop

と必要なソフトウェア，サンプルプログラムなどをあらか

じめインストールして出荷する。
主に以下の2つのソリューションがある。

（1）かんたんHadoopソリューション for ログ解析
Hadoopを使って身近なビッグデータであるWebアクセ
スログを集約し，BI（Business Intelligence）ツールQlikView＊

を用いてアクセス状況の「見える化」を図る。
（2）かんたんHadoopソリューション for バッチ処理

Hadoopとバッチ処理プログラムを効率的に開発できる
Asakusa Framework＊を組み合わせ，業務のバッチ処理時
間の短縮をめざす。バッチ処理頻度を増やし，経営判断な
どに必要なデータの高精度で迅速な把握と利活用を支援
する。
＊は「他社登録商標など」（146ページ）を参照

バックアップ用ファイルストレージ
Hitachi Capacity Optimization

6

ビジネスデータの増大に伴い，内部統制や災害時の事業
継続対策などのためのバックアップの重要性が高まってい
る。そのバックアップ用の装置には，経済的な保管コスト
や，短時間でバックアップを完了できる高い性能が求めら

Hitachi Capacity Optimization

第一世代
（重複排除／圧縮後）

バックアップする
データ

業務サーバ／
ファイルサーバ

バックアップ
サーバ

バックアップサーバ経由で
Hitachi Capacity Optimizationへ

第二世代 第三世代

変更が
あった
部分

第二世代目以降は， 変化のあった
領域だけをバックアップしていくこと
で， 保管するデータ容量を削減する

重複排除＋圧縮格納で
ディスク容量の低減を可能に

重複排除に
よって削除
される領域

6  Hitachi Capacity Optimizationによる重複排除バックアップ

大量ログ集計

統合システム運用管理

データの見える化

Hadoopを使って自社ホームページのアクセス
記録を蓄積・集約し，QlikViewで分析する。

分析結果を自社ホームページの
改善に適用する。

一連の処理をJP1/AJS3で管理する。
各サーバの運用状況をJP1/PFMで監視する。

社外アクセス

自社ホームページ
の改善

自社ホームページの
アクセス記録

データ蓄積／
集計

HA8000-bd/BD10

集計結果

分析結果

分析／
レポート作成

5  かんたんHadoopソリューション for ログ解析
注：略語説明　JP1/AJS3（JP1/Automatic Job Management System 3），JP1/PFM（JP1/Performance Management）
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れる。
Hitachi Capacity Optimizationは，それらのニーズに応
えるバックアップ用ファイルストレージであり，格納デー
タ容量を削減することで保管コストを低減できる重複排除
機能を備えている。データの形式に応じて複数の重複排除
方式を自動的に選択する機能や，重複排除を行うタイミン
グをデータ書き込み時／データ書き込み後のいずれか，あ
るいは両方に設定することで，ディスク容量と性能のどち
らの要件にも対応するハイブリッド重複排除などの機能を
サポートしている。多世代にわたってバックアップを行う
場合など，バックアップデータ量を約 1

20
※）と大幅に削減

することが可能である。
今後も，より経済的で，かつ使いやすく高性能な機能を

備えたバックアップ用ストレージを提供する。
※）対象データの種類，内在比率，およびバックアップ運用方法によって変動する。

Cloud on-Rampソリューション専用小型ストレージ
Hitachi Data Ingestor

7

Cloud on-Rampソリューションは，増加しつづける企
業データの効率的な蓄積・管理における課題を解決する。
拠点・部門に設置されたストレージがクラウド環境の入り
口（Cloud on-Ramp）として機能し，企業の拠点・部門に
散在するファイルデータのデータセンターへの自動集約・
一元管理を可能にする。ファイル仮想化機能により，拠点
側のユーザーはデータが拠点側／データセンター側のどち
らにあるかを意識せずに利用することができる。これによ
り，拠点ごとの運用管理や，データ増大に伴う煩雑なスト
レージ装置・容量増設・データ管理といった課題を解消し，
TCO（Total Cost of Ownership）削減やROI（Return on 

Investment）向上などを実現する。
2013年10月にパートナー戦略の1つとして製品化した

Hitachi Data Ingestorは，小型であり，かつ容易に導入で
きるCloud on-Ramp専用端末である。A4サイズよりも一
回り小さいコンパクトな筐体（幅44.5 mm×奥行き220 

mm×高さ205 mm）で設置しやすく，約10分で初期設定
を行うことができる。

Hitachi Data Ingestorは，パートナーが提供するクラウ
ドサービスのコンポーネントである。今後もパートナーと
ともに，Cloud on-Rampソリューションのメリットをよ
り多くの顧客に提供する。

Hitachi Virtual File Platformによる
ホームディレクトリローミング8

メールや書類といった非構造化データを中心に，企業内
で利用されるファイルデータは多数の拠点や部門などに散
在し，日々増加している。近年，これらのデータの蓄積・
管理・活用に要するトータルコストの削減が課題になって
いる。

Hitachi Virtual File Platform（以下，VFPと記す。）は，
この課題を解決する仮想ファイルプラットフォームであ
る。通常のNAS（Network Attached Storage）として使用
することができ，また，データセンター側のバックアッ
プ／アーカイブ用ストレージであるHitachi Content 

Platformと連携する。非構造化データの自動集約，一元管
理を可能とすることにより，Cloud on-Ramp（クラウドへ
の入り口）ソリューションを実現している。これにより，
拠点ごとの運用管理，データ増加に伴う煩雑なストレージ
装置・容量増設，データ管理といった従来型NASの課題
を解消する。

2013年4月には，VFPのコンテンツ共有モデルを拡張
し，拠点に設置されたVFP間でホームディレクトリ内の
コンテンツの同期が可能になるよう強化した。これにより，
ユーザーはコンテンツ共有ネットワークに参加するどの
VFPシステムからも，ホームディレクトリ内の最新の状
態に保持されたコンテンツを読み書きすることができる。

VFP1

月曜日 ： 東京火曜日 ： 大阪

VFP2

8  Hitachi Virtual File Platformによるホームディレクトリローミング

・  キャッシュ装置（Hitachi Data Ingestor）を
通してクラウド（Hitachi Content Platform）に
アクセスする機能を提供

・  頻繁に使用するデータをキャッシュ化し，
高速アクセスを実現

・  高信頼のクラウド（Hitachi Content 
Platform）でデータを保護

九州支店

関西支店

Hitachi
Data Ingestor

Hitachi
Data Ingestor

東京本社
データセンター

データを守る
高信頼ストレージ

北海道支店

Hitachi
Content Platform

Hitachi
Data Ingestor

7   Hitachi Data IngestorによるCloud on-Rampソリューション適用イ
メージ
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統合システム運用管理JP1 V10.19

企業でのプライベートクラウドやパブリッククラウドの
活用が本格化し，ハイブリッドクラウド環境での IT運用
の効率化が課題となっている。
統合システム運用管理 JP1 V10.1では，クラウドやデー
タセンターのさらなる効率的な運用のため，IT運用自動
化基盤 JP1/Automatic Operationを強化した。日立の運用
ノウハウに基づく有償の自動化テンプレート集JP1/Automatic 

Operationコンテンツセットを拡充し，従来のVMware＊

環境に加え，Hyper-V＊環境での日々の運用で必要となる
仮想サーバの追加・削除など，基本的な運用手順に関する
自動化テンプレートを新たに提供した。さらに，オープン
ソースのクラウド基盤であるOpenStack＊に対応した自動
化テンプレートも今後提供していく。このほか，自動化テ
ンプレートのカスタマイズや新規作成のためのGUI

（Graphical User Interface）エディタを新たに提供し，より
簡単できめ細かな運用自動化を可能にした。

JP1は，Microsoft＊ Windows AzureやAmazon EC2＊

（Amazon Elastic Compute Cloud＊）などのパブリックク
ラウドにも対応している。プライベート，パブリック，オ
ンプレミスの環境を含めたハイブリッドクラウド環境の一
元管理により，今後も効率的な運用を実現する。
（発売時期：2013年9月）
＊は「他社登録商標など」（146ページ）を参照

損害保険ジャパン
仮想デスクトップ環境10

日立のプラットフォーム製品を活用して構築した，株式
会社損害保険ジャパンの本社・営業店の約1万5,000ユー
ザーが利用する大規模な仮想デスクトップ環境が，2013

年に本格稼働した。これにより，ITガバナンスを強化す
るとともに，セキュリティ向上とワークスタイルの変革を
推進し，営業担当者の外出先での機動力や顧客対応力を向
上した。また，関東と関西の両データセンターへデスクトッ
プ環境を集約し，災害発生時でもどちらかのセンターで稼
働させることで事業継続性が強化された。なお，今後は
2014年9月に合併予定の日本興亜損害保険株式会社の本
社・営業店システムのPC（Personal Computer）約1万台
分と，合併後の新会社の損害調査PC約1万3,000台への仮
想アプリケーション環境の導入分を含み，2014年度には
約3万8,000ユーザーまで拡張予定である。
稼働済みのシステムは，薄型かつ長時間駆動でモバイル
ワークに適したFLORA Se210 RK3をシンクライアント端
末として1万5,000台，デスクトップ環境を集約したセン
ター側にブレードサーバであるBladeSymphony BS320を
400台，ストレージにVFPを10台など採用し，JP1で運用
を管理している。また，両データセンター間では，VFP

のデータ同期機能を活用してユーザーデータの同期を行っ
ており，災害時における業務継続を可能としている。

・ パブリッククラウド環境においても
  従来と同様の運用性を実現
・ 市場ニーズの高いAmazon EC2， 
  Windows Azureなどに対応

ジョブの実行管理 ネットワーク接続状態の集中監視

パブリッククラウド

リソース ・ プロセス状態の集中監視
イベント事象の集中監視

オンプレミス／プライベートクラウド

稼働データ

JP1

JP1

JP1

マネージャー

VPNサービス
・ Amazon Virtual Private Cloud＊
・ Windows Azure Virtual Network＊

ハイブリッドクラウド環境をJP1で一元的に管理可能

9  JP1によるパブリッククラウドを含めた一元管理

注：略語説明ほか　 VPN（Virtual Private Network）
＊は「他社登録商標など」（146ページ）を参照
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仮想化統合監視・運用サービス11

近年，事業のグローバル化が進み，リソースの有効活用
や事業継続性の観点から，周辺システムだけではなくミッ
ションクリティカルな基幹系システムやネットワークまで
仮想化技術が広く普及するようになった。それまでの物理
環境と違い，仮想環境での障害発生は複数システムへ広範
囲に影響を及ぼす傾向があり，マルチベンダー化やマルチ
プラットフォーム化の中で，運用管理の内容は高度化・複
雑化している。また，万一の障害発生時の迅速な復旧やリ

ソースの最適化，標的型攻撃へのセキュリティ対策，運用
手順の自動化・標準化などの重要性が高まっている。その
ため，システムの稼働状況をモニタリングし，性能問題の
事前予測や障害発生時の早期原因究明を図るなど，システ
ムの安定稼働に向けた施策が求められている。
このようなニーズに応えるため，仮想化統合監視・運用
サービスは，プラットフォーム基盤の仮想化技術に対応し
た監視，診断・分析，セキュリティ，運用支援サービスを
ワンストップ・24時間365日体制で提供している。
（株式会社日立システムズ）
＊は「他社登録商標など」（146ページ）を参照

監視 診断 ・ 分析

セキュリティ

障害の未然防止とシステム最適化

標的型攻撃， 多様な攻撃に迅速に対応

運用支援

顧客システム

顧客システム

顧客システム

顧客
運用担当者

ハッカー， クラッカーなど

ファイア
ウォール

IDS/IPS

!

VM
vMotion＊

… VM

VM

CSIRTなど
セキュリティ関連機関

連携
情報収集

担当SE

情報展開連携

オペレーター

保守員

顧客
運用担当者

顧客
運用担当者

連絡（障害報告など）

キャリア・ベンダー，
保守サポートなど

障害回復，
復旧

仮想化統合監視 ・ 運用センター
情報収集日立システムズ

運用レポート

手順標準化

リモート運用
顧客システム 顧客システム

顧客
運用担当者

障害の早期検知， 迅速な原因究明と復旧

人的ミスや事故の発生防止， 運用負担軽減

障
害
検
知

検
知

保
守
員
手
配

11  仮想化統合監視・運用サービスの提供イメージ

注：略語説明ほか　 SE（Systems Engineer），CSIRT（Computer Security Incident Response Team），VM（Virtual Machine），IDS（Intrusion Detection System），IPS（Intrusion Prevention System）
＊は「他社登録商標など」（146ページ）を参照

約15，000ユーザー

BladeSymphony BladeSymphonyVFP VFP

AMS
（ゲストOS格納）

AMS
（ゲストOS格納）

AMS
（ユーザーデータ格納）

AMS
（ユーザーデータ格納）

VFP機能で
ユーザーデータを同期

WAN経由で
両センターにアクセス

VPN経由で
両センターに
アクセス

関東センター

本社 ・ 営業店

自宅 ・ 外出先

仮想デスク
環境

XenApp＊5

仮想アプリケーション
環境 各種管理系

サーバ

Windows Server＊ 2003 Windows Server 2008 Windows Server 2008

XenApp6

Hyper-V

関西センター

仮想デスク
環境

XenApp5

仮想アプリケーション
環境 各種管理系

サーバ

Windows Server 2003 Windows Server 2008 Windows Server 2008

XenApp6

Hyper-V

10  損害保険ジャパンの仮想デスクトップ環境

注：略語説明ほか　 WAN（Wide Area Network），AMS（Hitachi Adaptable Modular Storage），OS（Operating System）
＊は「他社登録商標など」（146ページ）を参照。


